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水管理法 (具体的には生育後期の水管理法),後期凋落
を防ぐための施肥法,透明マルチとしての雑草対策など

の確立も必要である。

本年度|まこれらの解明ならびに黒マルチによる移植栽

培法を比較検討中である。

水稲の機械移植栽培の確立に関する研究

第 1報 稚苗移植における育苗法

嶋 貫 和 夫・ 山 口 邦 夫・須 藤 孝 久

(秋 田県農試)

1ま え が き

水稲の准苗移植裁培において,機械利用ならびに作物

生育の両面から好通な苗を得るための施肥法,適切な温
度管理法,潅水労力の節減方法について試験を行なった
ので報告する。

2試 験 方 法

試験方法を第 1表に示した。施肥法については,無肥

料区と基1巴をN,P203,K20成 分で育苗箱当り (30×
60× 3 ιπ)1′施用した。追肥区は1喋期,20葉期,
10葉期+15葉期の各期にN成分で 1′ を追肥した。ま
た, 3′ 基IEは Nだけ3倍量とした。

播種後30℃の加熱育苗器で発芽させ,発芽揃いとなっ
た宙箱を高温30℃ ,標準25℃ .低温20℃のグロスキャビ

ネットに入れた。4日 間処理後温産を 5℃ ずつ低下さ

せ,13日 目に各温度処理の育苗箱をグロスキャピネット

より取り出し,外気温で硬化をはかった。

潅水方法としてビユール畑苗代に発芽揃となった育苗

箱の深さの斃を上に埋めた区, ビニール畑苗代に折衷状

の床を作って育苗箱をおいた区, ビニールプールを作成

して育苗籠の%を浸漬した区, ビユール畑苗代に入れた

慣行区について検討した。

3 試験結果および考察

1施 肥 法
育首期間中の苗の生育経過は,草丈において無基肥

区, 1′基1巴区が短く,他区はほとんと差はみられなか

ったが, 2葉期頃になって3′基llE区 はまさった。 ま

た,苗の全窒素含有率は無基肥区, 1′基肥区が全期間

低く経過し,10葉期,15業期追肥区は前半高く経過し
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第 1図 施ガE法別苗の発根力

て低下のしかたが類似している。3′基肥区は育宙期間

を高く経過した。

本田移植時の宙の生育を第 2表に示した。草丈は無基

肥区, 1′基肥区は明らかに短く,10莱期,15葉期,
10葉期+1蝶 期追肥区, 3′基肥区がまさった。業数
は42年度は大差はみられないが,43年度は3′基肥区が

25葉 と多く,ついで 15葉期>10葉期追肥区>1′ 基
肥区であった。乾物重は10葉期+15葉期の 2回 追肥
区,1蝶 期追lE区が重く,特に3′基肥区が当然なが
ら重く,乾物率も同様の傾向が認められた。

施肥法別苗の発根力を第 1図に示した。草丈,業数は

3′基lE区 ,10葉期+1礫 期追肥区が明らかにまさ
り,いずれも3 θπ挿入が l Cπよりまさった。最長根長を
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第 試験方法および耕種概要表

験
日 試 験 区 耕 種 概 要

施

月巴

法

区 名

Ｋ
′
Ｐ
も
用

Ｎ
と
施

追 Л巴 育  苗 42年度ヨネシロ
供試品種 43年度ヨネシロ

播種期:紹::健 :嘱 :)日

播 種 量 :|:舞蜃
乾
臀
250型 1箱当り

1区面積および区制

紹1:健 l籍 {::薔 ::交 :露, そ酬

10業瑚 1 5期 20葉期

無 基 1巴 区 0 0 0 0

1 ′ 基  1巴  区 1 0 0

10葉 期 追 肥 区 1 1 0 0

15葉 期 追 肥 区 1 1 0

20業 期 追 肥 区 1 0 1

10葉期+15葉期追肥区 1 1 1 0

3 ′ 基  肥  区 3 0 0

温

度

条

件

ξ磁――型_ミ
夕●ラFttW

(2日 間)
4日 間 6日 間 8日 間 積算温度 供試品種 :ヨ ネシロ

播 種 期 :4月 28日

播 種 量 :乾籾250′ /1箱当り

施 肥 量 :瑶雪ぢ
°5,K,0成分で 1′ 1

1区面積および区制

1箱(30× 60“)4区制

無硬化
高温区 … …

硬 化
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1 ビニール苗代埋設区……育苗箱の深さの%埋める。

2 ビニール折衷苗代浸漬区  育苗箱を折衷苗代の床におき
ビニールの幌をかけた。

3 ビニール浸漬区……ビニールプールで作成したプールに育
苗箱を%浸した。

4 慣  行  区……ビニール畑苗代の幌内に入れた。

供試品種:解年菱ラオγ昇
播種期:1:年護1月

`:目
播種量,1:年優藉憫

`::多

サl籍菫タ
施肥量:票T,九鴨曇ザお'K20成分

みるとlm挿入が 3 Cπ挿入より根の伸長は大きく, 3′

基Ⅱ巴区が最大であった。根数は挿入深による明確な差は

認められないが, 10棄 期追1巴区,3′基肥区は多日で

あった。発根率は挿入深による差はみられないが,15
葉期追肥区と3′基lE区が高率を示した。しかし,42年

度は10葉期,10簾期■1蝶 期追肥区が高い発根率を
示した。

以上の結果から,年次によってやや傾向の異なる点は

あるが,10葉期,1礫 期の追肥によって草丈,乾物

重,乾物率の増大をはかることが可能であり,それにと

もなって発根率の高い苗が得られるものと認められた。

また,基肥 3倍量がよかったことから,従来の1′の施

肥量より,さ らに基8E量を増した方がよいと考えられ

る。ただし,使用上壌の種類によって,基肥過多による

障害も予想されるので,この点,さ らに検討を要するも

のと考えられる。

2 育苗期間中の温度条件

苗の生育経過の観察では,高温区は槃色濃く,徒長軟

弱な生育をした。標準区は草丈短く,薬色淡く特に第 1

葉の薬先にクロロシス症状がみられた。低温区は標準区

よりもその症状はひとく,2葉にも認められた。 しか
し,自の硬化日数をおくことによって,業色濃くなり,

クロロシス症状はみられなくなった。

移植時の苗の生育を第 3表に示した。草丈は高温区>
標準区>低温区で硬化,無硬化とも同様の傾向を示 し

)に。
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第 表 施肥法別苗の生育 (移植時)

表 温 度別 苗 の生育 (移植時)第

項 日

区 名
草 丈 葉 数

100個 体 地 上 部
全窒素含有率

乾 物 重 乾 物 率

無  基  肥  区  42年 80御 20掟 0.95 s 2 23

42年

1′  基 肥 区一
万革

107 251

108 1 07 167 2 20

42年

10葉 期追肥区
 ,碑

94 1 26 20 3 2 78

117 136 194 254

42年

15葉 期 追 肥 区

一

石 準

94 21 1 29 198 2 99

116 23 1 22 194 2 69

20葉 期 追 肥 区  42年 93 21 115 192 2 99

10葉期+15葉期追肥区  42年 105 21 137 211 312

3多  基  IIE  区  43年 128 1 75 27 3 3 02

項 目

区 名
草 丈 薬 数

苗 茎 部

の 太 さ

loO個 体 地 上 部

乾 物 重 乾 物 率

化

一
化

鰤
一硬

区温高
14 8 `Z 0 12 

ε・・・ 100 
g 214%

142 014 1 03 22 1

鰤 化
標   準   区 ―一一―

硬 化

103 20 014 1 00 23 1

100 015 101 24 0

無硬化
低   温   区 ――一一

硬  化

20 016 103 23 8

018 100 25 0

また,葉数,茎数はいずれの区も差は認められなかっ

たが,苗の根元から l Cπの茎部の大さは低温>標準>高

温で,硬化区はいずれも太くその効果が認められた。ま

た,乾物率は高温区が低く,温度の低い区にしたがって

高率を示して,硬化によってさらに乾物率が高められ

た。

温度条件別に硬化苗で,根切苗と根付首を 1`πおよび

3師の挿入深で,移植後15日 目の生育,発根状況につい

てみた結果を第 4表に示した。

全般に根切苗は生育が不良で特に発根率が低かった。

温度別では草丈については30°C区がまさっているが,他

の形質については20℃および25・C区がまさった。最長根

長では25℃区がまさっていて,発根率もこれらの区が高

い値を示している。

以上の結果から概括して,20℃から25℃で育苗するの

が適当で,30・Cでは苗素質が低下するもの と認められ

た。また,かならず 6～ 7日 間の硬化日数をおいて,苗

の硬化をはかる必要があると認められた。

3 潅水方法
育苗期間中の潅水量は,42年度に慣行区は 7回で1育

苗当り2,900Cc潅水した。

埋設区は 5回で1,900 CC准水を行なった。また,育苗

箱の上壊水分は初期には乾湿の差は少ないが,気温の上

昇とともに,土壌の乾燥がはげしくなる傾向にあった。

苗の生育経過は慣行区,埋設区は乾燥のため育宙箱の周

辺ほど生育がおさえられた。折衷浸漬区,プール浸漬区

は育苗箱の周辺で草丈長く,宙揃いは比較的よかった。

移植時の草丈は水分の多い折衷浸漬区,ブール浸漬区
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区
~1‐
こ`ど 草 丈 葉 数

長

長

最

根
根 数

20コ体乾物重 同乾物歩合(%) 爾
ｘ‐ｏｏ

上
＞
地
て

下
＞
地
＜ 地 上 地 下

30℃

根 切 苗 1“ 挿 入  25℃

20℃

143C" 23・ 6 5C" 0.51e 0. 10, 22 2 196

122 101 051 014 222 27 5

12 0 051 015 18.2 29 4

摘
一皮
一脳

根 付 苗 l c8挿 入

145 153 069 0 39 20 9 144 56 5

123 155 061 046 197 139 75 4

122 109 14 7 0 68 047 184 134 69 1

30℃

根 切 苗 3翻 挿 入  25℃

20℃

141 051 011 193 212

128 104 0 53 012 189 22 6

128 051 012 170 23 5

30℃

根 付 苗 3“ 挿 入  25℃

20℃

158 159 074 004 21 1 148 459

139 163 0 66 0 37 17.8 132 56 1

13 7 124 0 62 0 29 177 ■ 6 468

注 根付苗の根数は古い根も含む。

第5表 消水別苗の生育(移植時)

表 温度別苗の発根力 (15日 目)

が長く,水分の少ない慣行区,埋設区は短めを示した。
また,葉数

'茎
数はほとんと差はみられない。乾物率は

両年度とも埋設区>折哀浸漬区>ブール浸資区であっ
た。理設区,折衷浸漬区,ブール浸漬区の方法で育曹し
た首を2びCの温度で発根力をみた結果を第 6表に示 し
た。埋設区にくらべ,折哀浸漬区は発根率はわずかに低
下しているが,その他の形質には特に低下を示さない。
ブール浸漬区は発根率がやや低下したが,苗揃いがよ
く,おおむね実用性があるものとみられる。ただし,こ
れらの 2区はいずれもや 発ヽ根率の低下がみられること

から,比較的乾繰の少ない10葉期までの間は,畑苗代
に埋設区のような方法をとり,苗の硬化をはかったあ
と,折衷浸漬やプール浸漬として潅水の省力化をはかる
とともに,苗揃いをよくする方法がよいと考えられる。

第 表 灌水別苗の発根力 (14日 目 20℃ )

第

>ギ 草丈 轍
太 さ

42
埋  設  区 ―

43

96

95

`
1 20 197

22 1012 1 03

４２

一

４３
折衷浸漬区

10 2 1■ 5 183

130 013 113 199

４２

一
“

プール浸演区
112 1 10 171

102 013 1 03 190

慣 行 区 42 1 05 20 0

卜 で 草 丈 葉 数
最 長

根 長
根 数

50コ 体1乾物重 同 乾 物 率 (%) 蒻
X100地 上 部 地 下 部

区

区

区

漬

漬

設
馨
一

埋

折

プ

6伽

155
129

8“ 90本

93
92

4.OO I
3 50

2 75

0.5? c
0 48

0 38

28 5

20 1

193

143

137

138

37 0

33 6

28 1


